
第１２７回 日本輸血・細胞治療学会 関東甲信越支部例会 
日 時：平成 20年 9月 13日（土） 午後１時 30分～午後 5時 30分 
場 所：東海大学医学部付属病院 １号館 2階 講堂Ａ 

       〒259-1193 神奈川県伊勢原市下糟屋 143  TEL：0463-93-1121   
       URL：http://www.u-tokai.ac.jp/hospital/fuzoku/ 

例会長：加藤 俊一（東海大学医学部基盤診療学系再生医療科学 細胞移植再生医療科） 
「プログラム」 
Ⅰ．一般演題（13:30～14:10） 
座長：北里大学病院 輸血センター部            八木 和世 
１．当院における輸血療法委員会の活動状況と今後の課題 
      横浜市立市民病院 検査部                     岡本 佳子  
２．院内分割製剤の使用状況とその効果 
      東海大学医学部付属病院 細胞移植再生医療科 輸血室       中塩屋 千絵 
３．東京臍帯血バンクから供給した移植用臍帯血の報告 
     財団法人 献血供給事業団 東京臍帯血バンク部           芝崎 洋子 
４．Micro Ouchterlony法で検出されるヒト血清同士の沈降反応について 
      神奈川県赤十字血液センター                    稲葉 頌一 
Ⅱ．パネルディスカッション：「輸血検査に携わる臨床検査技師の育成のために」（14:10～15:45） 
座長：東京慈恵会医科大学附属病院 輸血部         星 順隆 
１．東京都臨床検査技師会輸血検査研究班における研修会の現状と取り組み 

東京都臨床衛生検査技師会 輸血検査研究班             市川 喜美子  
（東京医科大学病院 輸血部）  

２．神奈川県における技師育成に関わる技師会活動について  
神奈川県臨床衛生検査技師会 輸血検査研究班           齋藤 崇博 
（横須賀共済病院 輸血科）  

 ３．輸血検査に携わる臨床検査技師の育成－医療機関への対応を踏まえて－ 
      東京都赤十字血液センター 検査一課               常山 初江 
 ４．OCD顧客トレーニング 20年の歩みと課題 
      オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス K.K. 
        テクニカルサービスセンターImmunohematology          古杉 光明 
 ５．輸血検査のサポート体制の確立－Quality Partnerを目指して－ 
      株式会社 イムコア                      佐々木 正照 
 ６．輸血検査技師教育トレーニングに対するオリンパスの取組 
      オリンパス株式会社 ダイアグノスティッグシステムズ事業部 

輸血事業推進室 学術チーム                   小黒 博之 
７．認定輸血検査技師カリキュラム委員会の活動について  
     認定輸血検査技師制度協議会 カリキュラム委員会         寺内 純一 
     （昭和大学藤が丘病院 血液センター）  
休憩 （15:45～16:00） 
Ⅲ．シンポジウム：「合同輸血療法委員会の活動状況」（16:00～17:30） 
座長：神奈川県赤十字血液センター              稲葉 頌一 
   慶應義塾大学病院 輸血・細胞療法部          半田 誠  
  ＜厚生労働省ご挨拶＞ 厚生労働省医薬食品局血液対策課  課長補佐      秋野 公造 
１．山梨県合同輸血療法委員会の現況 
      山梨大学医学部附属病院 輸血細胞治療部             岩尾 憲明 
２．栃木県における輸血療法の啓蒙活動 
      自治医科大学附属病院 輸血・細胞移植部             室井 一男 
３．新潟県における合同輸血療法委員会の活動状況 
      新潟大学医歯学総合病院生命科学医療センター 輸血・再生医療部門 布施 一郎 
４．神奈川県における合同輸血療法委員会の活動状況 
      東海大学医学部付属病院 細胞移植再生医療科 輸血室       吉場 史朗  
５．総合討論 


